


神山町議会 �� �� �� �� ��
９月定例会は、平成２６年９月１０日から１８日まで９日間の会期で開催した。提出議案は、２６
年度補正予算専決１件、２６年度補正予算３件、２５年度決算認定５件、条例の制定３件、条例
の一部改正１件、請負契約の締結１件、人事案件１件、過疎計画変更１件、報告２件など１８
議案を審議し、すべて承認、可決、同意した。
一般質問では５議員が登壇し（６～１０ページに掲載）それぞれ町の考えを質問した。

掲 載 頁

３頁

４－５頁

４－５頁

４－５頁

６－１０頁

１１頁

１２－１３頁

※第４日・５日・６日は休日、第８日はその他の理由により休会とした。

平 成２６年 ９ 月 定 例 会 議 案 事 項

町長から行政報告

一般会計補正予算（第３号）について 【上程・審議・承認】
一般会計補正予算（第４号）について 【上程・審議保留】
特別会計補正予算について（国民健康保険・介護保険）【上程・審議保留】

条例の制定・一部改正 【上程・審議保留】
・神山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
について
・神山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の制定について
・神山町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の制定について
・神山町重度心身障害者等に対する医療費の助成に関する条例の一部改正に
ついて

過疎地域自立促進計画の一部変更について 【上程・審議保留】
平成２６年度神山町簡易水道集中監視システム

更新事業請負契約の締結について 【上程・審議保留】

平成２５年度神山町一般会計歳入歳出決算認定について 【上程・審議保留】
平成２５年度神山町特別会計歳入歳出決算認定について 【上程・審議保留】
（国民健康保険・簡易水道事業・介護保険・後期高齢者医療）
監査委員意見書陳述・決算関係書類審査

西崎議員 五島議員 坂口議員
一般質問

森本議員 木元議員

町内視察 神領字谷「簡易水道中央配水池整備工事」

決算関係書類審査

第１日保留議案の審議 【審議・可決】

第２日保留議案の審議（決算認定） 【審議・認定】

人事議案（教育委員会委員の任命） 【上程・同意】

その他（議員派遣・委員会の閉会中の継続調査） 【上程・可決】

日

第
１
日

第
２
日

第
３
日

第
７
日

第
９
日

�かかみみややまま議議会会だだよよりり



●
８
月
の
台
風
１１
号
に
つ
い
て

台
風
１１
号
が
１０
年
ぶ
り
に
四
国
上
陸

し
、
広
野
観
測
所
で
７
２
９
�
、
福
原

観
測
所
で
９
３
７
�
、
寄
井
観
測
所
で

７
８
２
�
、
岳
人
の
森
で
７
９
９
�
の

大
雨
を
記
録
し
た
。

河
川
の
被
害
箇
所
２
箇
所
、
被
害
額

５
３
０
０
万
円
。
町
道
、
１８
箇
所
１
億

５
２
７
０
万
円
。
農
地
、
農
道
１４
箇
所
、

３
２
５
０
万
円
。
林
道
５
路
線
１
億

７
０
０
０
万
円
。
観
光
施
設
、
１
箇
所

６
０
０
万
円
。
農
業
関
係
施
設
作
物

１
２
０
万
円
な
ど
、
最
近
に
な
い
大
き

な
被
害
が
発
生
。

※
被
害
額
は
災
害
発
生
時
に
お
け
る
報

告
額
。

●
県
内
の
自
主
防
災
組
織
率

神
山
町
内
で
２４
団
体
、
４４
・・
１
％
で

県
下
最
下
位
で
あ
り
、
災
害
発
生
時
の

自
助
、
共
助
が
重
要
で
あ
り
今
後
も
自

主
防
災
組
織
の
設
立
に
力
を
注
い
で
い

き
た
い
。

●
東
京
目
黒
さ
ん
ま
祭
り
の
協
賛

第
１９
回
目
黒
さ
ん
ま
祭
り
が
、
９
月

７
日
に
開
催
さ
れ
、
宮
古
市
よ
り
山
本

市
長
、
前
川
議
長
、
宮
古
水
産
高
校
、

東
京
宮
古
ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ
ん
が
、

さ
ん
ま
７
０
０
０
匹
の
提
供
と
と
も
に

参
加
。
本
町
か
ら
は
町
長
、
相
原
議

長
、
Ｊ
Ａ
名
西
郡
組
合
長
、
産
業
観
光

課
の
職
員
ほ
か
が
参
加
。
す
だ
ち
の
更

な
る
認
知
度
ア
ッ
プ
に
努
め
た
。

ま
た
消
費
拡
大
を
目
的
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
ア
グ
リ
ス
ト
神
山
の
皆
様

な
ど
に
よ
る
「
東
京
す
だ
ち
遍
路
」
を

企
画
。

●
森
林
境
界
の
明
確
化
事
業

平
成
１１
年
度
か
ら
実
施
し
、
現
在

１
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
境
界
の

明
確
化
を
実
施
し
た
。
今
後
も
過
疎

化
、
高
齢
化
に
よ
る
放
置
山
林
の
増
加

に
よ
り
、
境
界
確
認
が
難
し
く
な
っ
て

く
る
の
で
、
今
後
も
事
業
継
続
し
て
も

ら
う
べ
く
国
へ
の
要
望
を
続
け
た
い
。

●
四
国
８８
ヶ
所
霊
場
と
遍
路
道
の
世
界

遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て

本
年
度
よ
り
藤
井
寺
か
ら
焼
山
寺
を

経
て
、
鍋
岩
に
至
る
遍
路
道
や
そ
の
周

辺
史
跡
の
調
査
を
行
い
、
世
界
遺
産
登

録
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
国
史
跡
指
定

を
目
的
と
し
た
、
四
国
遍
路
道
埋
蔵
文

化
財
等
測
量
業
務
を
は
じ
め
る
。

●
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
替
工
事

給
食
セ
ン
タ
ー
は
平
成
２
年
３
月
に

建
築
。
現
施
設
で
は
学
校
給
食
衛
生
基

準
に
対
応
で
き
な
い
た
め
建
替
え
を
計

画
。
隣
接
す
る
青
雲
寮
に
つ
い
て
将
来

的
に
は
解
体
し
、
跡
地
の
有
効
活
用
を

行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、
給
食
セ
ン

タ
ー
も
取
り
壊
し
、
神
山
中
学
校
敷
地

内
へ
の
建
替
移
転
を
予
定
。

●
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
に
伴
う
条

例
制
定
に
つ
い
て

平
成
２４
年
８
月
に
子
ど
も
子
育
て
関

連
法
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
が

保
育
施
設
な
ど
の
認
可
や
運
営
基
準
に

つ
い
て
、
条
例
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
条
例
制
定
案
を
提
出
。

行行 政政 報報 告告（（町町 長長））

第第２２３３号号
平平成成２２６６年年１１１１月月１１４４日日発発行行�



※一般会計、４特別会計の総計

補補正正予予算算・・条条例例制制定定・・条条例例改改正正・・契契約約締締結結

補正予算・条例制定・条例改正・契約締結の主な内容

過疎地域自立促進計画の一部変更について

・学校給食共同調理場の建替工事を追加

平成２６年度一般会計補正予算（４号）

・下分保育所調理場備品購入費 ３２０万円

・子育て支援補助金 ４８万円

・老人ホーム防水改修工事設計業務委託料 ２５０万円

・県生活再建特別支援補助金 ７５万円

平成２６年度介護保険特別会計（２号）

・地域ケア会議医療介護連携委員報償 １２万円

○神山町家庭的保育事情等の設備及び運営に関する基準を定める条例

内容：児童福祉法の規定に基づき、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める。

○神山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

内容：子ども・子育て支援法の規定に基づき、特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める。

○神山町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

内容：児童福祉法の規定に基づき、放課後児童健全育成事業の設備運営に関する基準を

定める。

○神山町重度心身障害者等に対する医療費の助成に関する条例の一部改正

内内容容：：母母子子及及びび寡寡婦婦福福祉祉法法かからら母母子子及及びび父父子子並並びびにに寡寡婦婦福福祉祉法法へへのの改改称称にに伴伴うう条条例例のの一一

部部改改正正

（ ）は予算総額

平成２６年度補正予算

一般会計（第３号・４号）補正額 ５億１９８６万円（４９億７７８９万円）

国民健康保健特別会計（第２号）補正額 １６８６万円（９億７５９９万円）

介護保険特別会計（第２号）補正額 ２９万円（９億８６５２万円）

予算合計 補正額 ５億３７０１万円（７６億５２５９万円）

総
務
課

健

康

福

祉

課

�かかみみややまま議議会会だだよよりり



補正予算・条例制定・条例改正・契約締結の主な内容

平成２６年度一般会計補正予算（３号）【専決】

・現年発生農地農業用施設災害復旧工事 ３３５０万円

・現年発生農地農業用施設単独災害復旧工事 ２０００万円

・重機等借上料（林道） ８００万円

・現年林道災害復旧工事 １億８０００万円

・現年林道単独災害復旧工事 ５００万円

・重機借上料（公共土木） ６００万円

・現年発生公共土木施設災害復旧工事 １億７０００万円

・現年発生公共土木施設単独災害復旧工事 ２４００万円

・創造の森施設災害復旧工事 ６００万円

平成２６年度一般会計補正予算（４号）

・県単林道工事 １５１万円

・県単急傾斜地崩壊対策工事 ９９１万円

平成２６年度神山町簡易水道集中監視システム更新事業請負契約

・契約金額 １億１６６４万円

・工 期 平成２６年９月１１日 ～ 平成２７年３月２５日

・請負業者 アンリツ㈱ネットワークス営業本部

大阪府吹田市江坂町１‐２３‐１０１

平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（２号）

・退職者被保険者等療養給付費 １４１８万円

・退職者被保険者等高額療養給付費 ３００万円

平成２６年度一般会計補正予算（４号）

・農地情報管理システム改修業務委託料 ２００万円

平成２６年度一般会計補正予算（４号）

・四国遍路道埋蔵文化財等測量業務委託料 ４２２万円

・学校給食共同調理場建替工事設計業務委託料 ９１０万円

平平成成２２６６年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算（（４４号号））

・・農農作作物物被被害害対対策策施施設設整整備備補補助助金金 １１００００万万円円

・・森森林林境境界界のの明明確確化化業業務務委委託託料料 １１００６６１１万万円円

建

設

課

税

務

保
険
課

農

業

委
員
会

教

育

委
員
会

産
業
観
光
課

写真：目黒さんま祭り

第第２２３３号号
平平成成２２６６年年１１１１月月１１４４日日発発行行�



質
問

�
局
地
的
な
気
象
情
報
が
正
確
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
避
難
勧
告
指
示
が

重
要
な
要
素
に
な
っ
て
き
た
。

�
発
令
が
あ
っ
た
場
合
、
避
難
す
る

こ
と
は
命
を
守
る
べ
き
、
第
一
歩

で
あ
る
。
避
難
率
が
低
い
こ
と
は

今
後
の
課
題
で
は
な
い
の
か
。

�
前
例
を
検
証
し
、
避
難
率
向
上
の

た
め
に
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
避
難
計
画
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

小
さ
な
単
位
で
の
自
主
防
災
組
織

で
の
避
難
計
画
は
必
要
と
思
う
が
、

自
主
防
災
組
織
な
の
で
、
町
は
指
導

助
言
は
す
る
が
、
す
る
か
、
し
な
い

か
は
、
自
主
防
災
組
織
の
本
来
の
、

基
本
的
な
考
え
だ
と
思
う
。

質
問県

外
に
住
所
を
有
す
る
、
町
出
身

者
に
対
し
、
所
有
す
る
土
地
家
屋
の

適
正
管
理
を
求
め
る
文
書
を
、
固
定

資
産
税
の
納
付
通
知
に
同
封
し
て
は

ど
う
か
。
空
き
地
、
空
き
家
の
適
正

管
理
に
つ
い
て
、
出
来
る
事
か
ら
で

もも
対対
応応
しし
てて
はは
どど
うう
かか
。。

答
弁
（（
町町
長長
））

町町
外外
固固
定定
資資
産産
税税
対対
象象
にに
なな
るる
方方

がが
８８００
名名
程程
いい
るる
。。
ここ
のの
方方
々々
にに
適適
正正

管管
理理
をを
喚喚
起起
すす
るる
文文
書書
をを
同同
封封
すす
るる

ここ
とと
はは
当当
然然
出出
来来
るる
。。

一 般 質 問

①避難勧告、指示が発令された場合の、避難率の向
上についての、具体的な検証と検討について
②地元を離れている、不動産所有者に、空き家、空
き地の注意喚起について

答弁（町長）

西
崎
哲
夫
議
員

写真：命を守る防災訓練
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質
問ここ

のの
夏夏
、、
各各
地地
でで
異異
常常
気気
象象
にに
よよ

るる
豪豪
雨雨
にに
見見
舞舞
わわ
れれ
、、
中中
でで
もも
広広
島島

でで
のの
土土
砂砂
災災
害害
はは
多多
くく
のの
死死
者者
がが
出出

るる
甚甚
大大
なな
被被
害害
とと
なな
っっ
たた
がが
、、
神神
山山

町町
でで
はは
土土
砂砂
災災
害害
のの
被被
害害
をを
未未
然然
にに

防防
止止
すす
るる
たた
めめ
、、
危危
険険
区区
域域
のの
パパ
トト

ロロ
ーー
ルル
やや
住住
民民
にに
対対
しし
てて
防防
災災
措措
置置

のの
指指
導導
をを
おお
ここ
なな
っっ
てて
いい
るる
かか
。。

まま
たた
、、
広広
島島
でで
はは
避避
難難
指指
示示
、、
勧勧

告告
のの
遅遅
れれ
のの
たた
めめ
被被
害害
がが
拡拡
大大
しし
たた

一一
面面
がが
ああ
るる
がが
、、
神神
山山
町町
でで
はは
どど
のの

よよ
うう
なな
対対
策策
、、
対対
応応
をを
しし
てて
いい
るる

かか
。。

答
弁危危

険険
個個
所所
のの
パパ
トト
ロロ
ーー
ルル
にに
つつ
いい

てて
はは
、、
年年
一一
回回
県県
、、
町町
、
消
防
署
、

消消
防防
団団
でで
パパ
トト
ロロ
ーー
ルル
をを
行行
っっ
てて
いい

るる
。。
今今
回回
のの
台台
風風
１１１１
号号
でで
各各
地地
でで
被被

災災
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
もも
ああ

りり
、、
現現
在在
特特
にに
危危
険険
とと
思思
わわ
れれ
るる
箇箇

所所
、、
１１２２
箇箇
所所
をを
緊緊
急急
にに
点点
検検
しし
てて
いい

るる
。。
防防
災災
措措
置置
のの
指指
導導
にに
つつ
いい
てて

はは
、、
防防
災災
無無
線線
でで
注注
意意
喚喚
起起
をを
促促
しし

たた
りり
、、
防防
災災
ママ
ッッ
ププ
をを
各各
家家
庭庭
にに
配配

布布
すす
るる
とと
いい
っっ
たた
対対
応応
をを
しし
てて
いい

るる
。。２２

点点
目目
のの
避避
難難
勧勧
告告
、、
避避
難難
指指
示示

にに
つつ
いい
てて
でで
ああ
るる
がが
、、
神神
山山
町町
のの
場場

合合
はは
余余
裕裕
をを
もも
っっ
てて
避避
難難
勧勧
告告
等等
がが

発発
令令
ささ
れれ
てて
いい
るる
とと
思思
っっ
てて
いい
るる
。。

職職
員員
のの
配配
置置
にに
つつ
いい
てて
もも
担担
当当
職職
員員

がが
常常
にに
待待
機機
しし
備備
ええ
てて
いい
るる
。。

一 般 質 問

①土砂災害等の被害を最小限に食い止める

ための取り組みについて

答弁（町長）

五
島
準
介
議
員

写真：台風で水かさを増す鮎喰川
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質
問

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
の
運
用
状
況
に

つ
い
て

８
月
頃
か
ら
た
だ
今
試
験
放
送
中

と
い
う
音
声
が
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う

に
思
う
が
、
各
戸
の
室
内
受
信
機
の

状
態
が
悪
い
の
か
ど
う
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

平
成
２５
年
度
よ
り
ア
ナ
ロ
グ
放
送

か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
変
更
す
る
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
電

波
に
つ
い
て
は
ア
ナ
ロ
グ
波
に
比
べ

て
障
害
物
に
弱
く
、
天
候
季
節
に

よ
っ
て
受
信
状
況
が
変
わ
っ
て
く
る

場
合
が
あ
り
、
当
初
は
難
聴
家
庭
も

あ
っ
た
が
個
別
に
ア
ン
テ
ナ
の
角
度

や
位
置
調
整
で
徐
々
に
解
消
さ
れ
て

い
る
。
試
験
放
送
中
と
い
う
の
は
、

屋
外
機
器
の
故
障
対
応
で
本
年
度
は

屋
外
拡
声
器
の
建
替
工
事
を
実
施
し

て
い
る
今
現
在
の
機
器
は
ア
ナ
ロ
グ

電
波
の
放
送
で
、
今
年
は
雷
な
ど
の

影
響
で
、
受
信
盤
の
故
障
な
ど
が
例

年
以
上
に
発
生
し
て
い
る
。
復
旧
後

の
確
認
の
た
め
音
声
を
流
し
て
い

る
。
本
年
度
中
に
工
事
が
終
わ
る
予

定
の
た
め
そ
の
後
は
故
障
が
少
な
く

な
る
。

質
問

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
女
性
の
声
に
つ
い
て

人
工
音
声
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て

い
る
が
余
り
に
冷
た
く
聞
こ
え
、
さ

び
し
い
気
が
す
る
が
。
以
前
の
よ
う

な
温
か
み
の
あ
る
職
員
の
声
の
ほ
う

が
、
聞
き
や
す
い
と
い
う
町
民
の
声

も
あ
る
の
で
一
考
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

現
在
パ
ソ
コ
ン
で
打
っ
て
機
械
が

音
声
に
変
換
し
て
放
送
し
て
い
る
。

以
前
は
新
人
職
員
の
研
修
も
兼
ね
て

男
性
職
員
、
女
性
職
員
が
１
ヶ
月
交

代
で
放
送
を
し
て
い
た
が
、
毎
日
放

送
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
音
声
変
換

装
置
を
使
っ
て
放
送
し
て
い
る
。

質
問

休
校
校
舎
の
活
用
に
つ
い
て

少
子
化
の
影
響
で
神
山
町
内
に
は

６
校
の
休
校
施
設
が
あ
る
が
、
有
効

利
用
さ
れ
て
い
る
か
、
全
国
に
は

４
４
２
５
校
の
休
校
施
設
が
あ
り
そ

の
７
割
が
何
ら
か
の
施
設
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
が
。

答
弁
（
教
育
長
）

現
在
休
校
施
設
６
校
そ
れ
ぞ
れ
地

域
の
行
事
と
し
て
、
夏
祭
り
、
敬

老
会
、
役
場
の
書
庫
、
運
動
会
、

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
展
示
場
な
ど
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
な
活
用
方

法
と
し
て
常
時
不
特
定
多
数
が
使
用

す
る
施
設
と
な
る
と
耐
震
化
が
必
要

と
な
り
、
多
額
の
費
用
を
投
入
し
て

校
舎
を
再
利
用
す
る
と
い
う
考
え
は

も
っ
て
い
な
い
。

質
問各

休
校
施
設
と
も
イ
ベ
ン
ト
、
地

域
行
事
な
ど
に
は
使
っ
て
い
る
が
恒

常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
施
設
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
耐
震
化
の
こ
と
を
気

に
か
け
て
い
る
が
、
全
国
の
休
校
施

設
の
７
割
が
何
ら
か
に
活
用
さ
れ
て

い
る
が
、
す
べ
て
の
建
物
が
耐
震
化

さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
休
校
施

設
に
第
二
の
人
生
を
歩
ま
せ
て
あ
げ

て
ほ
し
い
。

一 般 質 問

①休校施設のあり方について

②デジタル防災無線の電波状態について

答弁（教育長、総務課長）

森
本
吉
治
議
員

写真：休校校舎

�かかみみややまま議議会会だだよよりり



質
問小

学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
全
国
一
斉
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
た
が
神
山
町
の
状
況
は
。

答
弁
（
教
育
長
）

小
学
校
６
年
生
で
は
秋
田
県
が
全

国
ト
ッ
プ
で
あ
る
が
、
秋
田
県
と
比

較
し
て
神
山
町
は
国
語
Ａ
は
約
２
ポ

イ
ン
ト
高
い
。
国
語
Ｂ
は
１３
ポ
イ
ン

ト
低
い
が
徳
島
県
の
平
均
よ
り
は
高

い
。算

数
Ａ
は
少
し
、
算
数
Ｂ
は
１
ポ

イ
ン
ト
高
い
。

中
学
校
３
年
生
で
は
福
井
県
が

ト
ッ
プ
で
あ
り
福
井
県
と
比
較
し
て

国
語
Ａ
は
少
し
、
国
語
Ｂ
は
４
ポ
イ

ン
ト
低
い
が
県
及
び
全
国
平
均
よ
り

は
高
い
。

数
学
Ａ
は
１
ポ
イ
ン
ト
、
数
学
Ｂ

は
３
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

神
山
町
は
小
学
校
２
校
で
２１
名
、

中
学
校
２
校
で
２７
名
と
、
小
規
模

校
・
少
人
数
学
級
の
良
さ
が
出
て
い

る
と
思
う
。

質
問小

・
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
の
考
え
を
教
育
行
政
最
高

責
任
者
の
教
育
委
員
長
に
お
聞
き
す

る
。

答
弁
（
教
育
委
員
長
）

平
成
２１
年
６
月
に
少
子
化
に
伴
う

学
校
教
育
検
討
委
員
会
か
ら
町
長
に

対
し
て
、
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１

校
と
い
う
答
申
が
あ
り
、
教
育
委
員

会
は
中
学
校
統
合
に
向
け
て
検
討
し

た
が
意
見
の
集
約
が
で
き
な
か
っ

た
。今

後
小
・
中
学
校
の
統
合
に
対
し

て
は
関
係
の
保
護
者
や
、
地
域
の

方
々
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

質
問山

の
日
が
２
０
１
６
年
（
８
月
１１

日
）
か
ら
祝
日
と
決
定
し
て
い
る

が
、
木
材
単
価
が
非
常
に
安
い
の
で

山
林
所
有
者
の
山
林
に
対
す
る
関
心

も
薄
い
状
況
で
あ
る
。

山
林
は
経
済
的
な
面
だ
け
で
な
く

防
災
、
水
源
涵
養
、
地
球
温
暖
化
防

止
等
々
公
益
的
・
人
間
生
活
上
の
有

益
な
多
面
的
機
能
が
あ
る
。

山
林
所
有
者
、
ま
た
住
民
の
方
の

山
林
に
対
す
る
意
識
改
革
が
必
要
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
弁
（
町
長
）

各
種
林
業
振
興
事
業
に
は
山
の
境

界
の
明
確
化
・
林
業
に
従
事
す
る
人

材
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

来
町
し
た
林
野
庁
の
課
長
に
対
し

て
国
と
し
て
長
期
的
な
林
業
振
興
の

制
度
設
計
を
強
く
要
請
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

８
月
１１
日
の
山
の
日
に
山
に
関
心

が
あ
つ
ま
る
よ
う
色
ん
な
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
等
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

質
問町

内
に
は
６
０
０
戸
近
い
空
屋
が

あ
る
。
改
修
し
て
貸
し
た
い
と
い
う

所
有
者
も
あ
る
が
、
そ
の
改
修
費
用

に
対
し
て
助
成
措
置
を
考
え
て
は
。

答
弁
（
町
長
）

現
在
借
り
た
人
に
対
し
て
上
限

１
０
０
万
円
を
限
度
の
改
修
費
用
の

助
成
を
し
て
い
る
が
来
年
度
か
ら
町

民
向
け
に
住
宅
の
改
修
費
用
助
成
制

度
を
実
施
す
べ
く
準
備
中
で
あ
り
、

貸
し
た
い
人
へ
の
改
修
費
用
助
成
に

つ
い
て
も
こ
の
制
度
で
解
決
で
る
と

思
う
。

一 般 質 問

①学力テスト結果について
②小学校、中学校の統合について
③山の日（国民の祝日）について
④空き家改修について

答弁（町長・教育委員長・教育長）

坂
口
一
之
議
員

写真：空き家
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質
問

農農
業業
振振
興興
にに
つつ
いい
てて

答
弁
（（
町町
長長
））

特特
産産
品品
でで
ああ
るる
スス
ダダ
チチ
にに
焦焦
点点
をを

しし
ぼぼ
りり
、、
東東
京京
すす
だだ
ちち
遍遍
路路
をを
企企
画画

しし
展展
開開
をを
しし
てて
いい
るる
。。
現現
在在
はは
１１２２
店店

舗舗
でで
ああ
るる
がが
、、
８８８８
店店
舗舗
にに
拡拡
大大
しし
てて

いい
くく
、、
秀秀
品品
でで
なな
くく
良良
品品
のの
販販
売売
。。

質
問

販販
売売
力力
のの
強強
化化
にに
つつ
いい
てて

花花
卉卉
花花
木木
をを
利利
用用
しし
たた
生生
けけ
花花
展展

のの
開開
催催
、、
スス
ダダ
チチ
、、
しし
いい
たた
けけ
をを
利利

用用
しし
たた
、、
創創
作作
料料
理理
のの
試試
食食
会会
のの
開開

催催
をを
検検
討討
しし
てて
はは
どど
うう
かか
。。

答
弁
（（
町町
長長
））

道道
のの
駅駅
周周
辺辺
のの
混混
雑雑
をを
考考
ええ
るる
とと

狭狭
すす
ぎぎ
るる
。。

再
質
問

東東
部部
広広
域域
１１２２
市市
町町
村村
とと
連連
携携
しし
市市

場場
巡巡
りり
をを
計計
画画
しし
てて
はは
どど
うう
かか
。。

答
弁
（（
町町
長長
））

面面
白白
いい
企企
画画
でで
なな
いい
かか
。。

質
問

耕耕
作作
放放
棄棄
地地
のの
現現
状状
とと
対対
策策
にに
つつ
いい

てて

答答
弁弁
（（
農農
業業
委委
員員
会会
事事
務務
局局
長長
））

現現
在在
把把
握握
しし
てて
いい
るる
耕耕
作作
放放
棄棄
地地

はは
７７
千千
筆筆
２２
２２
５５
hhaa
でで
ああ
るる
。。

対対
策策
とと
しし
てて
はは
一一
斉斉
耕耕
起起
のの
日日
をを

もも
うう
けけ
年年
１１
回回
耕耕
作作
放放
棄棄
地地
のの
復復
旧旧

をを
実実
施施
しし
啓啓
発発
活活
動動
をを
行行
っっ
てて
いい

るる
。。

再
質
問

放放
棄棄
地地
対対
策策
とと
しし
てて
協協
働働
のの
森森
事事

業業
農農
業業
版版
事事
業業
をを
計計
画画
しし
てて
はは
どど
うう

かか
。。

答答
弁弁
（（
町町
長長
））

ふふ
るる
里里
納納
税税
のの
寄寄
付付
金金
をを
活活
用用
すす

るる
考考
ええ
方方
もも
ああ
るる
。。

質
問茅茅

のの
植植
栽栽
にに
つつ
いい
てて

山山
際際
のの
放放
棄棄
地地
にに
茅茅
をを
植植
栽栽
しし
、、

有有
機機
肥肥
料料
・・
景景
観観
づづ
くく
りり
にに
利利
用用
しし

てて
はは
どど
うう
かか
。。

答答
弁弁
（（
町町
長長
））

ヒヒ
オオ
ウウ
ギギ
のの
生生
産産
部部
会会
にに
対対
しし
補補

助助
をを
実実
施施
しし
てて
いい
るる
。。

一 般 質 問

第４次総合計画、実施計画の検証

（販売力の強化、耕作放棄地、農村風景の回復）

答弁（町長、農業委員会局長）

木
元
史
幸
議
員

写真：たわわに実った稲
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中
央
簡
易
水
道
中
央
配
水
池
を
視
察

９
月
定
例
会
９
月
１６
日
に
お
い
て

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
中
央
簡
易

水
道
施
設
整
備
工
事
（
中
央
配
水

池
）、
神
領
字
谷
の
現
地
調
査
を
実

施
し
た
。

当
日
は
、
町
担
当
者
の
説
明
を
受

け
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

工
事
の
概
要
に
つ
い
て

◎
配
水
池

材

質

ス
テ
ン
レ
ス
製
、

容

量

４
６
０
�
２
池
式

寸

法

Ｌ＝

１６
・
０
ｍ

Ｗ＝

１０
・
０
ｍ

Ｈ＝

３
・
５
ｍ

緊
急
遮
断
シ
ス
テ
ム

一
式

地
震
発
生
時
に
給
水
を
自
動
的

に
停
止
す
る
装
置

◎
滅
菌
・
電
気
室
築
造

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
棟
２
室
（
Ｒ
Ｃ
造
）

◎
事
業
費

１
億
３
１
０
５
万
４
７
０
０
円

◎
完
成
予
定

平
成
２６
年
１２
月
３１
日

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会
に

参
加
し
て

平
成
２６
年
１０
月
２
日
・
３
日
、
東

京
都
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
於
い
て

平
成
２６
年
度
町
村
監
査
委
員
全
国
研

修
会
が
あ
り
、
議
会
選
出
の
樫
本
監

査
委
員
、
事
務
局
と
３
名
で
出
席
し

た
。
主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

１.

人
口
減
少
時
代
の
自
治
体
経
営

講
師：

財
団
法
人
地
域
開
発
研
究
所

牧
瀬
稔
主
任
研
究
員

人
口
を
維
持
し
増
加
さ
せ
る
に

は
、「
対
策
」
で
は
な
く
「
政
策
」

と
い
う
発
想
が
必
要
で
あ
る
。
対
策

は
「
現
実
対
応
」
に
な
る
。
そ
れ
は

「
今
、
目
の
前
に
あ
る
問
題
を
何
と

か
し
た
い
」
と
い
う
一
心
で
取
り
組

む
こ
と
を
意
味
す
る
。
ど
う
し
て
も

狭
視
眼
的
な
見
地
か
ら
の
行
動
に
な

る
。一

方
、
政
策
は
未
来
志
向
で
あ

る
。
未
来
志
向
に
は
希
望
が
湧
い
て

く
る
。
様
々
な
観
点
か
ら
可
能
性
を

探
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
心

に
も
余
裕
が
生
ま
れ
、
成
功
の
軌
道

に
乗
り
や
す
く
な
る
。
そ
し
て
未
来

志
向
を
確
立
す
る
た
め
に
は
し
っ
か

り
し
た
政
策
研
究
が
大
切
で
あ
る
。

２.

住
民
監
査
請
求
・
住
民
訴
訟
の

実
務

講
師：

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー

大
塚
康
男
客
員
教
授

最
近
増
加
傾
向
で
あ
る
住
民
監
査

請
求
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の
執
行

機
関
（
町
、
委
員
会
、
委
員
）
又
は

職
員
の
違
法
又
は
不
当
な
財
務
会
計

上
の
行
為
、
若
し
く
は
怠
る
事
実

（
財
務
会
計
行
為
）
に
つ
い
て
、
住

民
が
監
査
委
員
に
対
し
、
当
該
行
為

の
防
止
、
是
正
、
損
害
の
補
償
の
た

め
に
必
要
な
措
置
を
求
め
る
制
度
で

あ
る
。
今
回
は
特
に
チ
ェ
ッ
ク
項
目

な
ど
詳
細
に
説
明
が
あ
っ
た
。

３.

効
率
的
監
査
の
執
行
と
監
査
責
任

講
師：

公
認
会
計
士池

田
昭
義
先
生

監
査
制
度
の
充
実
強
化
の
方
策
に

つ
い
て
、
①
監
査
基
準
、
②
監
査
委

員
の
専
門
性
及
び
独
立
性
の
確
保
、

③
監
査
委
員
事
務
局
の
専
門
性
及
び

独
立
性
の
確
保
、
④
内
部
統
制
の
整

備
、
⑤
外
部
監
査
制
度
の
あ
り
方
等

の
研
修
が
あ
っ
た
。

（
代
表
監
査
委
員

橋
本

稔
）

�
�
�
�

工事現場を視察 設置される同型のステンレス配水池
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50 億 1482 万円
(100%)

50 億 1482 万円
(100%)

歳　入歳　入
46 億 8055 万円

(100%)
46 億 8055 万円

(100%)

歳　出歳　出

町税
5億 3122 万円

(10.6％)

町税
5億 3122 万円

(10.6％)

地方譲与税
8590 万円
(1.7％)

地方譲与税
8590 万円
(1.7％)

人件費
8億 379 万円
(17.2％)

人件費
8億 379 万円
(17.2％)

扶助費
3億 4398 万円

(7.4％)

扶助費
3億 4398 万円

(7.4％)

公債費
5億 5194 万円

(11.8％)

公債費
5億 5194 万円

(11.8％)

物件費
5億 8139 万円

(12.5％)

物件費
5億 8139 万円

(12.5％)

補助費等
3億 523 万円

(6.5％)

補助費等
3億 523 万円

(6.5％)

普通建設事業費
9億 9418 万円

(21.3％)

普通建設事業費
9億 9418 万円

(21.3％)

積立金
4億 8534 万円

(10.4％)

積立金
4億 8534 万円

(10.4％)

繰出金
4億 8624 万円

(10.4％)

繰出金
4億 8624 万円

(10.4％)

その他
1億 2846 万円

(2.5％)

その他
1億 2846 万円

(2.5％)

地方交付税
23 億 5548 万円

(47.0％)

地方交付税
23 億 5548 万円

(47.0％)

分担金・使用料
8797 万円
(1.7％)

分担金・使用料
8797 万円
(1.7％)

国庫支出金
6億 264 万円
(12.0％)

国庫支出金
6億 264 万円
(12.0％)

県支出金
2億 8475 万円

(6.0％)

県支出金
2億 8475 万円

(6.0％)

町債
5億 2780 万円

(10.5％)

町債
5億 2780 万円

(10.5％)

その他
5億 3906 万円

(10.5％)

その他
5億 3906 万円

(10.5％)

一般会計と特別会計合わせ

７２億９０１９万円を認定�
●平成２５年度決算状況 （単位：千円）

計

７，２９０，１９１

６，６６２，１５３

６２８，０３８

９．４

６，７９５，０２１

６，３６４，６４１

４３０，３８０

６．８

●一般会計決算の内訳

２５年度普通会計地方財政状況調査
に基づくもので、決算額と一致し
ない。

特 別 会 計

後期高齢者医療

１２３，２２２

１１６，０６３

７，１５９

６．２

１２３，０４６

１１５，９４５

７，１０１

６．１

介護保険

９３０，４２４

９３９，０２６

△８，６０２

△０．９

９１８，９６３

９３０，２５０

△１１，２８７

△１．２

簡易水道事業

１７８，３７４

１４６，２６６

３２，１０８

２２．０

１６３，３３９

１３５，９９５

２７，３４４

２０．１

平成２５年度

決 算

国民健康保険

１，０４３，３４３

１，０９１，８４３

△４８，５００

△４．４

９０９，１１６

９９２，１２０

△８３，００４

△８．４

一般会計

５，０１４，８２８

４，３６８，９５５

６４５，８７３

１４．８

４，６８０，５５７

４，１９０，３３１

４９０，２２６

１１．７

会 計 区 分

２５ 年 度

２４ 年 度

増減額

増減率（％）

２５ 年 度

２４ 年 度

増減額

増減率（％）

歳 入

歳 出

��かかみみややまま議議会会だだよよりり



税の公平化と収納に努力を～町税等 滞納総額３３３７万円

●平成２５年度の財政状況

解 説

１に近く１を超えるほど財源に余裕がある。

財政構造の弾力性を判断する指標で、７５％程度に納まるのが妥当と考えられ
ている。

一般財源に占める公債費の割合で、１５％を下回るのが望ましい。

全ての事業の公債費比率で、１８％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要

●平成２５年度町税等未収金の状況 （単位：円）

前年度との比較

増減率（％）

△２．４

７．３

△５．６

△５４．９

４１．１

△３３．５

△３．１

平成２５年度「一般会計」決算を認定
－安心安全な住み良いまちづくりの決算になったか－

決算額を前年と比較し、歳入で増加したのは国庫支出
金の３億９７０７万円１９３．１％増、町債の２億７１０万円６４．６％
増があげられ、逆に減少したのは県支出金２４０２万円
７．８％減、諸収入１３９０万円１１．２％減などとなっている。
歳出で増加したのは、消防費で３億５７１５万円１７６．４％
増、教育費で１億３９５９万円４５．３％増などとなっている。
減少したのは総務費８８４４万円６．９％減、災害復旧費１６０１
万円１６．１％減などとなっている。
増加は、防災行政無線施設整備工事、広野公民館耐震
工事、上分公民館建替工事の実施、減少は人件費、災害
による復旧事業が減少したことによる。
財政では、実質公債費比率が、４．０％（昨年４．７％）で
昨年度より０．７％下回っているが、さらに効率的な財政
運営に努力するよう監査委員から指摘があった。

増 減 額

△７９６，１５８

１８，５００

△８２５，０５９

△５１，２００

２１９，６００

△７５，３００

△１，５０９，６１７

未 収 額

２４ 年 度

３３，３８４，４５８

２５４，８００

１４，７６３，７００

９３，３４０

５３４，３００

２２４，４５０

４９，２５５，０４８

２５ 年 度

３２，５８８，３００

２７３，３００

１３，９３８，６４１

４２，１４０

７５３，９００

１４９，１５０

４７，７４５，４３１

借り入れ金や基金はいくらに
なっているか
●地方債現在高（３月３１日現在）

２８億１７３２万円

●基金残高（３月３１日現在）

４０億０３８４万円

９億１６３１万円

２２億５６１８万円

５０００万円

５００万円

２１２８万円

１億７３２１万円

３５９万円

７４億３２４１万円

指 数

２４年度

０．２１７

７６．４

３．３

４．７

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

その他特定目的基金

財 政 調 整 基 金

そ の 他 の 基 金

水 道 基 金

介護給付費準備基金

そ の 他 の 基 金

計

２５年度

０．２１４

７６．４

４．９

４．０

区 分

町 税

町 営 住 宅 使 用 料

国 民 健 康 保 険 税

簡 易 水 道 使 用 料

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

計

名 称

財 政 力 指 数

経常収支比率

公 債 費 比 率

実質公債費比率

一

般

国

保

介

護
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議
会
の
動
き

１０
月２

〜
３
日

監
査
委
員
全
国
研
修

会

６
日

主
要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線

整
備
改
良
促
進
期
成
同
盟

会

８
日

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長

大
会

９
日

主
要
地
方
道
石
井
神
山
線

並
び
に
高
原
石
井
線
整
備

改
良
促
進
期
成
会

２２
〜
２４
日

議
会
議
員
行
政
視
察

研
修

２８
日

国
道
１
９
３
号
倉
羅
ト
ン

ネ
ル
開
柵
促
進
期
成
同
盟

会
総
会

２８
〜
３１
日

定
例
監
査

２９
日

四
国
横
断
線
改
良
促
進
期

成
同
盟
会
総
会

１１
月７

日

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会

１０
・
１１
日

財
政
援
助
団
体
及
び

指
定
管
理
団
体
監
査

１２
日

町
村
議
会
議
長
会
全
国
大

会

１３
〜
１４
日

徳
島
県
町
村
議
会
議

長
会
役
員
研
修
会

２１
日

神
山
町
子
ど
も
議
会

１２
月中

旬
〜
下
旬

１２
月
定
例
会

編編 集集 後後 記記
８月中旬の広島市の集中豪雨によ
る７０名に及ぶ死者、９月末の木曾御
嶽山の水蒸気爆発による５０余名の死
者がでるなど、自然災害の猛威をあ
らためて痛感したところである。
自然災害の被害を少しでも軽減さ
せるべく人間の英知を結集して、減
災対策につとめてもまだまだ追いつ
くことの出来ない自然の力にひれ伏
すのみであろうか。
この議会だよりが、皆様の手元に
届くころは１１月中旬になって紅葉の
季節となり高地では錦秋が山肌を
覆っていることと思われる。自然の
力は人々に牙をむいて襲ってくるこ
ともあれば、人の心を癒してくれる
自然の美しさをもち合わせているの
もまた事実である。

（森本吉治）
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